
名前の由来は江戸時代から

江
戸
前
期
ま
で
は
北
上
川
の
本
流
が
現

在
の
開
運
橋
通
か
ら
産
業
会
館
の
辺
り
を

流
れ
て
お
り
、
南
部
藩
で
は
た
び
た
び
洪

水
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

延
宝
元
年
（
１
６
７
３
年
）
に
北
上
川
の

流
れ
を
切
り
替
え
る
大
規
模
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。

元
和
３
年
（
１
６
８
２
年
）
に
は
、
中

津
川
合
流
点
か
ら
馬
場
町
、
大
清
水
町
に

か
け
て
杉
を
植
え
た
堤
防
が
築
か
れ
、
現

在
の
当
所
の
周
辺
を
「
杉
土
手
」
と
言
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
堤
防
の
完
成

に
よ
っ
て
南
部
藩
を
長
年
苦
し
め
た
水
害

問
題
が
解
決
し
、
現
在
の
盛
岡
に
至
る
ま

で
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
み
ま
し
た
。

道
路
の
両
脇
を
取
り
囲
む
杉
は
ヒ
マ
ラ

ヤ
シ
ー
ダ
で
す
が
、
実
は
「
マ
ツ
科
」
に

な
り
ま
す
。
当
所
へ
お
越
し
の
際
は
、
御

厩
橋
か
ら
明
治
橋
に
至
る
見
事
な
杉
並
木

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

盛岡の人々はここを杉土手とよび、
南から帰ってくると車窓からはるかにこの杉の叢林がのぞまれ、
ふるさとの近づいたことが分かったものである。

―石上玄一郎「京都情緒を失わぬ盛岡の底辺」（『旅』1969.4）より
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